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昭和49年12月15日

NＯ.　18

人 口 と 世 帯 数
男　3 人

女　6  ′ 076人

計　11,889人

世帯数685

49 ｡ 12 ｡ 1現在

町
村
合
併

二
十
周
年
記
念
式
典

昭
和
二

十
九
年
三

月
三
十
一
日
。
県

下

に
先

が
け
、
藤
田
町
、
小
坂
村
、
森

江

野
村
、
大
木
戸

村
、
大
枝
村
の
一
町

四

力
村

が
合
併
し
。
国
見
山

、
国
見
峠

な
ど
の
地
名
を
と
り
、
国
見
町

が
誕
生

し
ま
し
た
。
以
来
、
二
十

年
を
経
過
し

そ
の
合
併
二
十
周
年
の
記

念
式
典
が
十

二

月
七
日

、
午
前
十
時
か
ら
町
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
は
、
町
外
か
ら
は
、
来

賓

と
し
て
県
関
係

、
伊
達
郡
の
各
町
長

町
議
会
議
長
な
ど
、
町
内
か
ら
は
、
新

旧
議
会

議
員
を

は
じ
め
各
種
機
関
の
委

ｎ

、
部
落
会
長
な
ど
合
わ
せ
て
二

百
数

卜
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

佐
藤
町
長
の
式
辞
（
別
載

）
の
あ
と

町
政
発
展

に
尽
力

さ
れ
た
歴
代
町
長
を

は
じ
め
議
会
議
員

、
永
年
動
統
の
町
職

員

な
ど
五
十
二

人
に
対
し
感
謝
状
を
贈

り
、
い
ま
ま
で
の
町

の
発
展
を
祝
す
と

と
も
に
今
後
な
お
い
っ
そ
う
の
伸
展
に

努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。



歴
代
町
長
ら
十
二
人
に

特
別
功
労
の
感
謝
状

▽
特
別
功
労
者

故

半
沢
殷
保
　
（
初
代
町
長
）

故

赤
狆
烟
直
鵆
（
二
代
町
色

関
口
道
孝
　
（
三
代
町
憂
）

佐
久
間
栄
　
（
二
代
助
役
）

八
巻
亀
寿
　
（
四
代
助
役
）

春
日
侑
宰
　
（
二
代
教
育
艮
）

故
武
兄
弥
八
郎
（

　
ミ
　
ど
　
当

奥

山
亀
一
　

二

代

議
と

人
沼

酉
治
　

二

代
凡

代
議
長

）

紋

収

海
林
一

郎
（
六

代
議
長

）

人

波

久
　

（

初
代
．．．代

削
議
妊

）

菊
地
政
治
　

（
六

代
副

議
長

）

▽
功
労
者

｛
議
会

議
員

卜
年
以
上

在

職
者

｝

佐
野
正
治

羽
根
筰
Ｊ

佐
藤
一
巴

奥
山
福
人
郎

膏
野
正
明

ホ
林
正
夫

阨
久
問
正
寛

八
乱
姓
次
郎

佐
久
問
消

安
藤
応
じ

人
津
利

．

松
浦
喜

．
郎

４

４

．
郎
・

佐
４

新
七

遼
４
喜
肺

（
町
職
員
二
十
年
在
職
者
）

中

村
政
治

佐

藤
知
子

人

石
せ
久

’ｒ

人

波

勇

’

渡

辺
ヨ

ーン
エ

松

浦
が
雄

佐

藤
徳
造

林

長
じ

光

野
ヨ

シ

佐

藤
喜
代

菊

地
マ
サ

子

座

藤
ト
ヨ
子

人

沼
ミ

ツ

遠
藤
金
六

屹
久
問
忠
三

八
巻
八
十
八

武
川
喜
男

赤
坂
正
勝

渡
部
直
人

熊
坂
惣
丘
郎

佐
藤
幸
子

菊
地
ト
ミ
ェ

甘
木
イ
ヨ

渡
辺

冷

佐
藤
正
吉

敬
称
略

板
垣
さ
ん
ら
十
人

町
政
功
労
者
表
彰

町
表
彫
規
程
に
基
づ
く
昭
和
四
十
九

年
度
町
政
功
労
者
及
び
善
行
者
に
対
す

る
表
彰
式
が
合
併
二
ｔ
周
年
記
念
式
典

と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
規
定
は
本
町
の
振
興
専
に

貢
献
し
た
か
た
が
た
の
功
労
及
び
善
行

に
報
い
る
た
め
昭
和
四
十
二
年
に
般
け

ら
れ
、
今
回
で
第
八
回
目
を
迎
え
ま
す

受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

キ
　
製
衛
（
民
生
委
員
十
八
年

）

奥
山
シ
マ
｛
　
　
　

・
　
　
　

｝

吉
田
勝
山
（
部
落
会
長
十
年
）

近
野

稔
（
納
税
貯
蓄
組
合
長
十
年
ｙ

鈴
木
幸
回
‥
郎
｛
人
命
救
助
ｙ

中
野
シ
ナ
（
　
　

々
　
　

）

根
本
政
治
（
大
町
自
警
団
副
団
長
）

板
垣
サ
ダ
｛
毋
’ｒ
保
健
一

佐
藤
正
吉
（
町
職
員
ニ
ト
年
）

大
沼
ミ
ツ
（
　
　
　

や
　
　
）
敬
称
略

合
併
二
十
周
年
記
念
式
典

式
　
　

辞

本

Ｕ

こ

こ

に

国

見

町

合

叫

二

十

周

年

記

念

式

典

を

挙

行

い

た

し

ま

し

た

と

こ

ろ

県

関

係

を

は

じ

め

来

賓

皆

々
様

に

は

師

走

に

入

り

阿

か

と

ご

多

端

の

折

柄

＆

繰

り

合

せ

の

上

．

多

数

ご

皿

曙

を

賜

り

ま

し

た

こ

と

は

ま

こ

と

に

ゐ

り

が

た

く

厚

く

お

札

を

申

し

上

げ

ま

す

．

さ

て

．

当

町

に

お

き

ま

し

て

は

、

関

係

各

方

面

の

格

別

の

ご

指

導

、

ご

支

援

に

よ

り

、

町

村

合

併

促

遭

法

に

よ

る

県

内

の

先

達

と

し

て

、

昭

和

二
1
.
九

年
一
こ
り

二
ｔ

一

Ｈ

藤

田

町

小

坂

村

、

森

江

野

村

．

大

木
一
尸
村

、

大

枝

村

の

一

町
四

力

村

が

対

事
合

併

を

な

廴

、

新

町

国

斃

の

設

置

以

来

本

年

を

も

っ
て

瀰

二

十

年

を

迎

え

た

こ

と

は

、

人

間

で

言

え

ば

成

人

と

な

り

実

に

憲

義

深

い

も

の

が

あ

る

と

存

じ

ま

す

．

合

併

以

来

今

日

に
至

る

ま
で

の

聞

、

柬

大

岐

の

分

村

．

財

政

再

建

団

体

の

指

定

な

ど

精

神

的

、

財

政

的

に
苦

髓

の

姐

で

は

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

新

役

場

庁

舎

の

建

設

に
始

ま

っ

た

新

町

瞼

設

の

た

め

の

も

ろ

も

ろ

の

事

業

は

お

蔭

嶐

を

も

ら

ま

し

て

噸

澗

に

進

捗

を

見

．

町

艮

の
ｔ

活

環

境

壑

綯

の

た

め

の

各

楝

晦

設

が

年

と

と

も

に

警

備

さ

れ

．

．
方

．

消

防

、

衛

生

処

理

な

ど

、

広

域

斤

政

織

搆

へ

の

参

加

に

よ

り

．

単

独

で

は

な

し

徇

な

い
大

規

模

施

設

の

設

置

、

遷

営

を

通

じ

て

町

民

脇

祉

の

向

上

に
大

き

く

寄

ｌ

し

て

い

る

こ

と

は

ま

こ

と

に

ご

同

慶

に

堪

え

な

い

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

弋

新

町

の

綣

促

以

来

、

国

兄

町

の

ゆ

る

ぎ

な

い

基

礎

を

棊

か

れ

る

た

め

並

々

な

ら

ぬ

ご
尽

力

を

暘

り

た

吩

代

の

町

長

き

λ

を

は

Ｕ

め

、

議

食

議

員

の

皆

々

様

．

町

職

員

各

位

、

そ

し

て

禀

に

剛

政

に

こ

廿

力

を

瑣

い

た

匸
わ
こ

千

町

民

の

毎
土

嚢

の

発

簡

に

紂

し

．

吏

め

て

深

く

敬

意

を

蠡

し

、

衷

心

よ

り

感

謝

を

申

し

廴

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．

当
国
見
町
は
間
も
な
く
供
用
が
開
始
さ
れ

る
東
北
白
動
本
道
、
そ
の
代
表
的
施
設
と
し

て
の
イ
ン
タ
ー
チ
エ
・ノ
ジ
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ヤ
の
設
置
、
更
に
は
東
北
新
幹
繍
の
通
過
に

よ
り
今
や
町
の
様
柵
は
Ｉず

し
よ
う
と
し
て

い
る
吸
今
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

に
爿
応
し
た
地
域
の
開
発
を
企
叩
し
、
近
代

的
な
街
づ
く
り
施
策
の
推
遥
こ
そ
息
務
で
ゐ

ろ
う
と
思
い
ま
す
．

し
か
し
な
が
ら
、
国
見
町
の
騎
途
は
必
ず

し
も
洋
々
と
は
言
い
切
れ
ず
、
産
気
恭
盤
の

整
備
、
下
水
遍
、
学
校
施
設
、
水
資
蹕
な
ど

幾
多
の
問
題
が
あ
り
多
－

が
予
忽
さ
れ
ま
す

私
は
先
人
の
二
十
年
に
戉
る
汗
の
結
魯
に

『

よ
っ
て
築
゛

れ
た
瞬
見
町
の
土
台
を
ふ
ま
え

予
想
さ
れ
る
一

局
に
対
句
し
、
月
和
あ
る
住

み
よ
い
毎
土
の
建
設
の
た
め
、
心
を
新
に
町

政
に
と
り
組
む
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
釁

々
様
に
は
今
隋
共
、
当
町
の
発
展
の
た
め
一

碍
の
ご
支
援
．
ご
協
力
を
」
り
ま
す
よ
う
切

に
お
噸
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．

こ

郎
略
）

本
日
栄
の
表
彰
を
う
け
ら
れ
る
方
々
に
は

こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
職
域
、

地
域
を
通
じ
て
社
会
の
た
め
尚
一
層
の
ご
精

魂
を
」
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

終
り
に
臨
み
、
ご
臨
席
の
皆
様
に
は
口
頃

当
町
に
吋
し
ひ
と
み
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
お
寄

せ
唄
き
．
誠
に
感
謝
に
た
え
な
い
次
第
で
ご

さ
い
．”
し
て
叙
ね
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
1
1と
と
も
に
．
今
怏
よ
り
一
嚼
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
叫
り
ま
ず
よ
う
伏
し
て
お
願
い
巾

！
‘廴
げ
ま
す
．

夲
Ｈ
の
式
典
が
こ
十
才
に
違
し
た
国
兇
町

の
ま
十
ま
す
の
伸
長
発
展
と
、
町
雌
福
祉
増

遠
の

’
里
塚
と
な
る
こ
と
を
念
じ
ま
し
て
式

辞
と
い
た
し
ま
す
．

昭
和
四
十
九
￥
十
二
月
七
日

国
ｕ
‘町
長

佐
藤
幃
右
工
門



～国民年金～

高 く な っ た 年 金 額

掛金も900円から１１00円へ50年1月より

人

生
五
十

年
と

い
っ
た
の

は
昔

の
こ

と

Ｉ

今
、
五

十
代

は
人
生

の
花

盛
り

絶
頂
知

と
い
え

る
年
代

と
な

っ

た
の
で

す

。
そ
し
て
老

後
は

Ｉ・
歩

一・
歩

確
実

に

や

っ
て
き
ま

す
が
、
間

違

い
の
な

い
平

穏

な
老

後
で

し
ょ
う

か
。

私

た
ち
は

な
ん
と

か
な

る
だ
ろ

う
と

思

い
が
ち
で

す
し

。
今

ま
で

は
な

ん
と

か
な

っ
て

き
た
か
も

し
れ

ま
せ
ん

。
で

も
近

い
将
来

、
今
ま
で

に
経

験
し

た
冫

と
の

な

い
大

変
な
で

き
ご

と
が
起

こ

る

の
で

す

。
そ
れ
は
日

本

が
「
老
人

国

」

に
な
る
と
’い
う
こ

と
で
す

。

年
‥
を
と

る
に
つ

れ
て
、
体

も
気
持

も

弱

く

な
り

、
収

入
も

少
な
く

な
り

ま
す

そ
の

う
え
若

い
層

に
頼
り
き

る
の

が
無

理
で
あ

る

と
す
れ

ば
、
若
く

て
元
飢

な

う
ち

に
、
自
分

の
老
後

を
考
え

ね

ば
な

り
ま

せ
ん

。

そ

の
た
め

、
早

い
う
ら
か

ら
朖
立

て

て
準

傭
を
し

て
お
こ

う
、
皆

で
費
用

を

出
し
合

っ
て
助

け
合

っ
で
ゅ
こ

う

、
そ

う
し

て
少
な

く
と
も
収

人
面

で
老
後

の

不

安

が
な

い
よ
う

に
し
て
ゅ
こ

う

Ｉ

と

い
う
の

が
年

金
制

度
で
す

。

改
正
さ
れ
た
農
業
者
年
金
制
度

今
回
の
改
正
で
年
金
額
は
ニ

ー
’一
倍

と
人
伽
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
上
、
物
価
の
変
助
に
応
じ
て
年
金
額

が
自
動
的
に
改
定
さ
れ
る
ス
ラ
ｆ
ド
制

の
実
施
に
よ
り
、
年
金
額
の
実
質
価
値

は
維
持
で
き
ま
す
。
物
価
が
Ｌ

が
っ
て

も
安
心
で
す

＊
保
険
料
は
千
六
百
五
十
円
に

被
保
険
古
の
納
め
る
保
険
科
は
、
年

金
額
の
引
き
」に
げ
に
伴
い
、
昭
和
五
卜

年
一
月
以
降
の
分
に
つ
い
て
は
、
月
額

千
六
百
五
卜
円
に
な
り
ま
す
。

＊
も
う
す
ぐ
始
ま
る
給
付

○
経
営
移
譲
乍
企

六
十
才
を
朗
し
て
安
心
し
て
後
継

者
ヘ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
き
る
年
金

で
す
。
も
っ
と
も
早
い
人
で
五
十

一
年
一
目
‥
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

Ｃ
農
業
者
老
令
年
金

六
卜
丘
才
か
ら
自
動
的
に
支
給
さ

れ
る
年
余
で
す
『
、
国
民
年
金
も
同

時
に
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
老
後

の
生
活
安
定
に
大
き
な
力
と
な
り

ま
す
。
も
っ
と
も
早
い
人
で
、
五

十
六
年
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
、

＊
ま
ず
加
入

老
後
の
し
あ
わ
せ
農
業
者
年
金

年
金
給
付

が
始
ま
る
の
も
、
も
う
ま

も
な
く
で
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な

い
方
は
。
今
す
ぐ
加
入
す
る
こ
と
。
あ

な
た
の
ゆ
た
か
な
老
後
の
た
め
に
ノ

。

加
人
の
手
続
き
や
わ
か
ら
な
い
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
農
業
委
員
会
や
農
協

に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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国
民
年
金

に
は
．
保
険

料
を
納
め
て

年
金
を
受
け

る
拠
出
年
金

と
．
納
め
なＩ

い
で
受
け
ら

れ
る
福
祉
年

金
と
が
あ
り

ま
す
．

と
こ
ろ
で

近
頃
の
物
価

高
で
預
金
は

目
減
り
す
る

一
方
で

す
が
、
国

民
年
金

に

は
拘

価
ス

ラ

イ
ド

斟
が
探
用

さ
れ

ま
し

た
．

そ
し

て

、
全
岡

の
消

費
物
価
指

数
の
ｋ

昇

と

同

じ

．
六

・

．
％

の
年
金

額

が
今

年
の

九

月
か
・
ケ
上
が

り
ま
し

咋

そ

れ
』り
を

対
照

し
て
兄

ま
す

と
…
…

老
令
年
金
　
　
　

｛
旧
一
　
　

｛
熈

匹
鱗
四
細

込
み

邑
９
Ｒ
ｇ

‥ａ

量（
、蕗

円

十
年
年
金
　
　

一
邑
．囘
一
円
£

冱
、一
‐
宵

五
年
年
金
　
　

ａ

、§

円
旦

一「

癸
阿

阻
言
年
金

一
　

紐
　
　

邑
９
§

円
６
螽（
．Ｅ
。（一
円

二
　

緑
　
　

一
皀

、§

円
些
一
’（

．
島

円

母
子
年
全

子
が
一
人
の
時
　

皀
ぷ
皀
円
↓

瓦
、．酉
円

ま
た
同

じ
く
福

祉
年
金

も
大
幅

な
引

き
上

げ
が
行

わ
れ

ま
し
た
、

毛
令
福
祉
年
金
　

碍

呂
阿

６

帶

呂
胃

陣
害
栂
祉
年
金
一
級

両

呂
屑

１

量
丿

胃
　

二
級

祠

呂
詞

贔

き
、呂
胃

母
子
鳩
祉
年
金
　

冬

呂
珂

８
＝
七
、合
詞

準
母
子
福
祉
年
金

七（

、呂
詞

£

一
ｔ
￥
呂
円

老
令
９
別
給
付
奩

四（
、
呂
詞

６

六
六
、呂
胃

な

お
、
引
き
ヒ

げ

ら
れ
　

心
月
分

の

年
金

は
九

月

に
支

給

い
た
し
ま

し
た

。

十
月

、
十

一
月
、

十
二
月

分
は

一
月

に

支
給

し
ま

す
。

年
金

額
の
引

き
上

げ
に
と
も

な

い
、

保
険
料

一
掛
金

）
も
五

十
年

一
月
か

ら

次
の
よ

う

に
改

定
さ
れ

ま
す

。

定
額
保
険
料
　
　

８
冐

６
一
。一
只
澗
‥

付

加
保
険

料
は
今

ま
で

と
同
じ
四

百

円

で
す
、



るきで法画

最
近
の
卜
数
年
間
．
わ
が
国
の
経
済
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
ま
し
た
．．
し

か
む
、
経
済
成
長
に
伴
い
、
大
都
市
間
題
、
過
疎
問
題
、
自
然
環
塊
破
壊
．
地

価
の
上
昇
な
ど
、
国
土
の
利
用
に
著
し
い
混
乱
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
．
こ
う
し

た
中
で
国
土
利
用
計
画
法
は
土
地
溂
用
対
策
の
基
本
と
す
る
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
．

こ
の
法
律
は
、
都
市
で
も
農
山
村
で
も
岡
民
の
生
活
の
場
と
し
て
豊
か
で
住

み
よ
い
生
活
環
境
を
鰹
え
Ｉ
こ
と
に
よ
っ
て
．
か
た
よ
ら
な
い
国
土
の
発
展
を

め
ざ
し
て
針
画
と
規
制
の
両
面
か
ら
岡
土
の
有
効
利
用
を
進
め
．
調
和
の
と
れ

た
国
土
の
発
展
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
．
昭
和
四
十
九
年
十

二
月
二
十
四
口
か
ら
施
行
さ
れ
る
連
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

地
価
の
安
定
と

国
土
の
計
画
的
利
用

－

法
律
を
支
え
る
三
本
の
柱
―

①
土
地
利
用

計
画
、
土
地
利
用

基
本
計
画
を
定
め
る
。

②
地
価
の
値
上
り
の
防
止
と
正

し
く
望
ま
し

い
利
用

を
図
る
た

め
土
地
の
取
引
を
制
限
す
る
。

③
遊
ん
で

い
る
土
地
を
公
共
福

祉
優
先
の
立
場

か
ら
積
極
的
に

活
用
す
る
た
め
の
手
続
を
定
め

る
。

国

士
を

総

ｎ`
的

に
し
か

も
計
画

的
に

利
用

し
て

い
く

た
め
に
必
要

な
手
段

に

つ
い
て
以
れ

の
よ

う
な
一
．Ｊ本

の
柱

か
ら

成

っ
て

い
ま
す
。

上

地
利
川

針
幽

に
は
全
国

計
画
、

郁

道
府

県
計
画

、
市
町

村
計
両

が
あ
り

、

全
国

計
画

は
。
篩
墫

府
県
知
嘔

の
４

え

を
卜

分

に
取

り
入
れ

、
国
士
利

用
計
画

審
議
会

の
意
見

を

き
い
て
国

が
定
め

ま

す

。
郁
道
府

県
計
画

は
、
巾
町

村
艮

と

国

土
利

用
計
画

地
方
審

議
会

の
意
兄
を

き

い
て
郁
道
府

叫
濃
会

の
質
向

を
肖
で

知
叭

が
定
め

ま
す

。
市

町
村
叶
画

は
、

住
民

の
考
え

を
き

い
た
う
え
で

市
町
付

の
議
会

の
質
成

を
呀

で
巾
町
村

長
が
定

め

る
も

の
で

す
。

こ

れ
ら
の

計
画
が
、

そ
れ

ぞ
れ
卜
分

な

つ
な

が
り
を
も
ち

な
が
ら
正

し
く
望

ま
し

い
国
土

の
姿

が
描
か

れ
る
こ

と
に

な
り
ま
す

。

土

地
利
用

基
本
計
画

は

。
市
町
村
長

の
意

向
を
卜

分

に
汲

み
と

り
、
国
土

利

川
叶
画

地
方

審
議
会

の
意
見

を
き

き
、

国

の
承
認

を
受
け

て
郁
道
府

県
知

事
が

定
め

ま
す
。

こ

の
計
・鹵

で
は
、
鄙

道
府
県

の
。区
域

に
つ
い
て

都
市

地
域

、
農
葉
地

域
、
森

林
地
域

、
自

然
公
園
地

域
、
自

然
傑
ｔ

地
域

の
．Ｅａ

つ
の
地
域
を

定
め

る
こ

と
に

な

り
ま
す

。土
地
取
引
に

許
可
が
必
要
な
区
域

都
巾
計
画
区
域
で
は
。
み
ず
か
ら
そ

の
土
地
を
利
用
す
る
考
え
が
な
い
の
に

将
来
の
随
Ｌ
り
だ
日
を
期
待
し
て
上
地

取
引
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
か
、
地
価

の
碵
ｋ

り
が
激
し
く
な
る
と
か
、
ま
た

は
そ
の
危
険
性
が
あ
る
よ
う
な
地
域
。

郁
市
計
画
区
域
以
外
で
は
都
市
計
画

区
域
と
同
じ
状
態
が
生
ず
る
と
認
め
ら

れ
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
状
態
を
な
く
さ

な
け
れ
ば
正
し
く
望
ま
し

い
土
地
利
用

が
妨
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
域
。

以
上
の
よ
う
な
区
城
に
つ
い
て
県
知

参
は
土
地
の
取
引
に
肝
可

が
必
要
と
な

る
区
域
（
規
制
区
城
）
と
し
て
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。



国 土 利 用 計
今年12月24日から施行

遊休土地に関する措置

1.11;出ｔ 賣十 る鹵紬以 上の1j､が･j の上地

2.  要!1債 ３年Ｕ 上 経過し た上地

3. 利用 さjt てい ない土地

ｔ 有効 かつ適切 な刊用 を確 保す べき土地S.

なお ．すで1二取 稗さ れている遊 休土地

1昭 佃刹 年1 月ｰ  臼 以 に取 得さ れたもの)

に つい ても ．この法棉･の綸li の11 から

２年以内lご限 り遊ll 上地 であ る旨通細

る こ と ｶ  ｰで きる

届
出
が
必
要
な

土
地
の
取
引

▽
市
街
化
区
域
…
…

二

、
〇
〇
〇
㎡
以
上

▽
市
街
化
調
整
区
域
…
…

五
ヽ

○
○
○
卍
以
上

▽
都
市

計
画
区
域
以
外
…
…

一
〇

、
〇
〇
〇
卍
以
上

１

に
定
め
ら
れ
た
土
地
の
光
買
な
ど

の
契
約

一
ｆ
約
も
同
じ
）
を
す
る
人
は

売
る
人
も
買
う
人
｛
貸
借
す
る
人
も
同

じ
｝
も
上
地
の
売
買
な
ど
の
予
定
価
格

や
利
川
目
的
を
｀
″
い
た
届
出
耆
（
川
紙

は
剛
役
川
に
あ
り
ま
す
Ｊ
を
町
を
通
し

て
県
知
叫
に
提
出
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
λ
－

遊
ん
で

い
る
土
地
を

有
効
に
利
用

使
わ
れ
な
い
で
遊
ん
で

い
る
土
地
（

避
休
土
地
）
に
つ
い
て
正
し
く
役
立
つ

よ
う
に
利
用
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て

の
定
め
が
あ
り
ま
す
。

遊
休
土
地
と
は
、
許
可
又
は
届
出
を

し
て
契
約
し
た
土
地
で
、
そ
の
時
か
ら

一
二
年
以
上
た
っ
て
も
使
わ
れ
な
い
で
遊

ん
で
い
る
土
地
で
定
め
ら
れ
た
広
さ
以

Ｅ
の
（
届
出
の
必
要
な
土
地
と
同
じ
）

も
の
で
、
ま
た
ま
わ
り
と
比
ぺ
て
み
て

遊
ば
せ
て
お
く
こ
と
が
住
民
の
た
め
に

な
ら
ず
、
特
に
役
立
つ
よ
う
な
利
用
を

逮
め
る
必
要
が
あ
る
土
地
を
い
い
、
こ

の
遊
休
土
地
に
対
す
る
取
扱
い
μ
ｆ
の

図
式
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

豪
な
お
こ
の
法
律
に
つ
い
て
の
お
問
合

せ
は
県
土
地
調
整
課
、
又
は
役
鳩
企
画

室
へ
。

国見史 跡めぐり
⑩

題字は佐蘰町長

竹ノ内遺跡

一西大枝字竹ノ内－

国

見
町
内

に
は

縄
文
時

代
の
遺

跡
は

か
卜
り
多

く
あ

る
が
ヽ

そ

の
中

に
あ
っ

て
、
当
遺
跡

は
川
原

不

坂
）
、

山
田

｛

光
明
寺
一
遺
跡

と
と
も

に
代

表
的

な
も
の

で

あ
る
。
こ

の
遺
跡

は
、
昭

和
初

期
以

Ｉ

釆
多
く
の
遺

物
を
出

土
し

て

い
た
が
、

国

見
町
史
の

編
さ
ん

が
始

ま
る
ま

で
一

般
に
は
ほ
。と
ん
ど
知

ら
れ

て

い
な
か
っ

た
と

い`
っ
て

も
過
言

で
は

な

い
。

こ
の
遺
跡

が
一
躍

有
名

に
な
っ

た
の

は
昭

和
四
十
七

年
三

月
調
査

さ
れ

た
こ

と
に
よ
っ
て
で

あ
っ

て

。
こ

れ

に
よ

り

町
内

は
も
ち

ろ
ん
、

県
北
地

方

に
お
い

て
も

屈
指
の

遺
跡

に
数
え

ら
れ
る
よ

う

に
な
っ
た
。

出
土

す
る

遺
物

が
き
わ

め
て
保
存

が

よ
く

、
そ
の
数

も
多

く
、
φ
’
た
、
遺

跡

の
面
禎

が
広

い
こ
と

、
時
代

も
縄
文
時

代

か
ら
弥
生

時
代

に
か
け
て

長

い
時
皿

に
わ
た
っ
て

い
る

ら
し
い
こ

と
な
ど

か

ら
重
要
視

さ
れ

る
こ
と

に
な
っ
た

の
で

あ

る
。

調
査

は
よ
う

や
く
始

ま
っ
た
段

階
で

あ
る
の
で

、
こ

の
遺
跡

の
意
義
を

具
体

的
に
明
硫

に
す

る
に
は
今

後
・の
調

査
を

侍
つ
こ
と

に
な

る
が
、
今

日
ま
で

の
調

査

で
わ
か

っ
た
こ

と
は

。
縄
文
時
代

の

後
期

末
か
ら
晩

期

？
一
〇
〇
〇
占

蓋
（
〉○

年
脾
）
に
か
け
て

の
遺
物

が
主
体

を
な
し

そ

れ
ら

の
も
の

か
ら
当
時

の
食

生
活
、

墓

制
、
住

居
の
様

子
な

ど
を
検
肘

す
る

こ

と
が
で

き
る
き

わ
め
て

重
要
な

遺
物

で
あ

る
。
｛

く
わ
し

く
は
町

史
第
二

眷

口
絵
4
8
？
8
6
、
八
〇

七
頁

の
解

脱
を
参

照

の
こ

と

｝



福
鳥
県
農

葉
経
営
者
海

外
派
遣
研
修

生
と
し
て
、

鴎
陬
の
遠
蒹

正
喜
さ
ん
（
2
5

）
が
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
各

地
の
農
業
を

視
察
し
て
き

ま
し
た
。

こ
こ
に
、

そ
の
報
告
記

を
掲
職
い
た

し
ま
す
。

海
外
研
修
に
参
加
し
て

遠
　
藤
　
正
　

畧

ア
ウ
ス
メ
ー
ル
の

世
界
一
の
花
市
場

(オランダ)

八

月
二
十

五
日

か
ら
九
月

五
日

ま
で

の
十
二
日

間
、

オ
ラ

ン
ダ
、

ド
イ

ツ
連
。

邦
共

和
国

、
フ
ラ
ン

ス
の
三

力
国

を
訪

問
し

て
ま

い
り
ま
し

た
。

研

修
地
は

、
果

樹
、
蓄

産
、
花

卉
（

か
き
Ｉ

草
花

）
等
の
市

場

、
試
験
掲

、

あ
る

い
は
酪
農

組
合

、
公
的
機

関

、
生

産
農
家
等

、
多
種

多
様

で
し
た
｀

そ

の

な

か
が
．ｉ

ｆ‘私

の
専

門

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ー
ー
ト
こ

－
　

ｒ
　

ｌ

で
あ

柞
Ｅ
ま
呶
ず

ム

ス
テ
ル

ダ
ム

の
ア
ル

ス

メ
ー
ル

の
花
巾

場
を
簡

単
に
紹

介
し

た

い
と
思

い
ま
す

。

こ
の
市
場
は
、
一
九
六
．
．
年
に
総
工

費
六
十
六
偲
円
で
般
立
さ
れ
、
年
間
一
二

百
億
円
の
売
Ｅ

げ
、
一
Ｈ
ご
こ
百
！
七

百
万
本
の
バ
ラ
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
等

の
取
扱

い
と
、
歐
界
一
を
跨
る
切
り
花

巾
場
で
す
．
．二
千
戸
の
生
産
者
が
補
助

金
な
し
で
設
立
し
、
共
同
経
営
を
行
い

あ
ら
ゆ
る
花
を
年
中
揃
え
、
ど
ん
な
注

文
に
も
答
え
ら
れ
る
よ
う
特
殊
な
花
は

他
国
か
ら
柚
入
し
、
良
質
な
花
の
生
産

を
目
指
す
た
め
、
最
低
価
格
制
度
を
麗

ｉ
し
た
り
し
て
い
ま
す
．

セ
リ
は
、
セ
リ
下
げ
方
式
を
採
用
し

倣
段
、
数
皿
等
、
売
買
人
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
使
用
と
、
合
理
的
な
面
が
多
く

日
本
で
も
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
と
思
わ

れ
ま
し
た
．

ま
た
、
習
慣
、
教
育
、
民
族
的
な
考

え
方
の
相
違
点
も
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
．
特
に
学
校
．
試
験
場
．
各
種
公
共

施
設
が
社
会
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ

と
で
す
。

た
と
え
ば
、
小
学
枚
と
中
学
咬
の
問

に
忙
卉
試
験
場
が
あ
り
、
学
生
と

。
般

農
業
者
が
混
じ
り
合
っ
て
研
究
し
た
り

大
半
の
先
生
が
直
接
腰
家
に
指
導
し
た

り
、
逆
に
農
民
が
試
験
場
に
調
査
を
依

頼
し
た
り
、
人
学
に
出
向
い
た
り
と
、

そ
れ
ら
の
も
の
が
無
駄
な
く
社
会
と
溶

け
あ
つ
て
い
る
の
で
す
．

ゆ

と

り

あ

る

心

で

生

活

を

楽

し

む

そ
れ
に
．
考
え
方
の
違
い
の
面
で
は

食
事
の
時
間
に
最
低
一
時
間
以
ヒ

か
け

る
こ
と
、
家
の
前
の
庭
に
．
窓
と
い
う

窓
に
、
街
頭
に
と
い
う
風
に
、
あ
ら
ゆ

る
蝿
所
に
花
を
絶
や
さ
な
い
美
し
く
余

裕
の
あ
る
心
、
彼
等
は
生
活
を
し
て

い

る
の
で
は
な
く
、
楽
し
ん
で

い
る
の
で

す
。
そ
ん
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
落
着
い

た
生
活
が
。
現
在
の
日
本
で
は
忘
れ
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、
こ
の
貴
重
な
体
験
を
今

後
、
自
分
の
た
め
。
社
会
の
た
め
に
役

立
て
て
ゆ
き
た
い
。

昭 和50 年度 就学 予定 者

(昭和49年12月１日現在)

昭和43年
４月２日～昭和44年

４月１日 まで生 まれた児童

小坂小学校（２１名）
－` ゛'－■･r¶ ¶-消　 水　 奈徳 子
鴨　 Ⅲ　 信　 子
倹 藤 千 歳

斎　 麟 純　 ｆ
菅 野 真須 美

阿　 部　 美智 子
液 辺　 美 佐ｆ
遠　 藤 靖 子

鴨　 Ⅲ　 笑代 子
古 内　 恵 子
菅 野 弘　 聰

商　原　　 透
野　 村 梭　二

斎　藤　　 功
古 内　　 満
渡 辺　-一　仁
渡 辺 和　己
阿　部　　 裕
菅 野 幹 雄
膏 野 悛　行
長　Ｍ　泰　ｌ

藤田 小学 校 （８ ５名 ）
八　 島 ’由 甕子

高　 子　 成　 美

遠 麟 祐 子
高 橋　 由美 子
島　 貫　 退　 子

最　 」二　明　 美
大　 橋　 ひと み

大 僑　 は るみ
高　 橋　 て るみ
松　 浦 由美 子

大 野　 み ゆき
武　 田　 裕　 子
斎 藤 洋　 子

市　 山　 真紀 子
徳 江 紀 子

梟　　 広　 美
穂　lij　 美佳 子
近　 江　 や　 江

高　 譌　 久美 子
古 内　 幸　 子
野　 口　 裕　 子

中　 條　 久美 子
吾 妻　 久峰 子

佐 藤　 光 子
宍　 戸　 ゆ かり
八　 鳥　 佳奈 子

高　 擒 路　 子
八･ 眷 栄津 子

宮 内　 美　 奈
佐 藤 玲　 子

優　藤　美津子
松　浦 祥　子

佐 藤 恵美子
安　部　　 に

渡 辺　直　也
後 藤　孝 伝
岩 城 重　幸
由　 并 淳 也

樋　口　卓 弥
付 木　政 一
大 村　　 弘

遠 藤 和 則
鈴　木 昭 弘
石　川　裕　谷
紺 野 雅 志

阿　 郎 信一郎
菊 地 繁 之寺 鳥　英 男

:1 い ゛ii

人　内　　 享
窖 “　 ゛

内
胄 ゛ ａ

安 遥　広 昭
高 橋　裕 毅
斎　藤　　 宏
佐 ｀’ 利 昭ｕI ，1! 

ｉ
近　久　舟　幸

大 限　秀　法
谷　地 芳　典
村　Ｅ　　 彰
斎　藤　　 剛
小　沼　　 満
木 口 英･ 則
゛r　沢　　 勉
接　蘰　　 広
蓮　田　　 剛
菊 地　 ・　真

菊 地 駸　幸
沢　囗　治　

三
平 塚 由　宏

斎　 藤 義 産

横　 山　 文　 明
桐　 生 純 一一

谷　 冂　 哲　 皀
小 畑 哲　 夫

高　 檎　 一一　茂
松 浦　 弘 明
大　 槻　　 透

市 川　 幸　 －
渡 辺　 栄　 ―
佐 藤　 永　 大

岩 崎 直 樹

－　 ‥　 － －　 －森 江 野 小 学 枚 （ ３ ３ 名l

-･¶㎜W ■－ －●･■ ●吉 田　 美 香 子

佐 久 間　 美 佐 子

三 の 輪　 昌　 子

佐 久 問　 智 恵 了･

寺　 鳥　 明　 葵

渡 辺　 利　 江

人　11!　 香 織

吉 川　 美 和 子

佐 藤　 ・　 枝

佐 藤　 ち づ 子

佐 藤　 礼 子

村　 上　 み ちよ

制 野　 尚　 美

大　 波　 由　 佳

実 沢　 和 賀 子

村　 上　　 薫

菊 地 敏　 江

菊　地 幸　ｆ
佐久間　由 戔`

菊 地 由紀子
菊 地 宏　子
佐 藤　久美子
鈴　木 哲 也
遠 藤 勝 則
佐 藤 昭 保
佐 藤 堆　二

伊 藤 一 紀
寺 鳥　　 透
斎 藤 信 雄
大　戸 勝 美
小 池　　 智
後 藤 消　二
佐 野 稚　治

大木戸小学校t15 名）
石　|||　栄　子
佐　障 佳　子
遠 藤　光　子
佐 藤　 律　子
後 藤 順　子
･｣･ 野 小百合
星 野 博　幸
佐 藤　紿　行

洒　井　保 寛
八　島　義　則
松　浦　光　男
赤　間　秀　趨

半　
沢　隆 志

菊 池　久　好
斎 藤 建　也

大枝小学校r ５名】

(西大枝分)
小 林　昌　代
小 林 秀 子

木　村　桂 子

吉　Ⅲ　信　吾
玉　手　　 智



飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

年

始

年

末

の
交
通
安
全
運
動

12月15日
～

１月14 日

こ
と
し
も
卜
二
月
十
五
日
か
ら
一
月

十
四
日
ま
で
の
１
ヵ
月
に
わ
た
っ
て
、

「
飲
酒
運
転
の
絶
滅
」
「
安
全
運
転
の

励
行
」
「
正

し
い
歩
行
の
励
行
」
を
重

点
に
、
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
助
が

県
下
一
斉
に
始
ま
り
ま
す
。

特
に
こ
れ
か
ら
は
お
酒
を
飲
む
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。
つ
い
一
杯
と
や
り

が
ち
で
す
が
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
は
車

を
持

っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。そ

こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
、
職
場
、
地
域
な

ど
で
、
そ
ろ
っ
て
「
三
な
い
運
動
」
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
「
酒
を

飲
ん
だ
ら
連
転
し
な
い
、
運
転
す
る
時

は
酒
を
飲
ま
な
い
、
運

転
す
る
人
に
は

酒
を
飲
ま
せ
な
い
」
こ
と
で
す
。

き
ょ
う
も
ど
こ
か
で
事
故
か
起
き
、

ま
た
尊
い
生
命
が
失
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
明
日
は
あ
な
た
か
も
し

れ
な
い
／

。

も
う
こ
れ
以
上
悲
し
い
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
た
め
に
も
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ

と
り
が
注
意
し
ま
し
よ
う
。

選改が員委生民

貝

は

の

ど

委

々

他

。

生

方

の

す

。

民

い

そ

で

す

゛
し
　

゛
々

ま

て

斷

た

方

し

っ
　
゜
ま

じ

い

も

た
　
゜
同

職

を

し

す

と

お

日

ま

で

で

く

１

れ

り

ま

し

月

さ

お

今

ろ

２

選

と

は

よ

Ｉ

改

の

落

ぞ

が

次

部

う

（氏　 名　）（担当地区）

安藤　玉井　 前Ⅲ　板檎

遠藤 喜一　 鳥取

菅野 成古　 内谷西、朿

斎藤　ちや子 宮束､町束､鶉町

菊地　弔助　 石毋田酉　原

阿部 俊恒　 徳江夊

阿部　キク　　人木戸

大内　 棯　 山恨

小林 蚕次　 原町､築館、並柳

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は

年
末
調
整
で
精
算

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
税
金
は
乍
木
闘
整

で
精
算
さ
れ
ま
す
。
次
の
よ
う
な
方
は

特
に
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

①
今
年
中
に
配
偶
者
や
扶
養
親
族
に
異

勦
が
あ
っ
た
人

②
本
人
が
庄
む
た
め
に
住
宅
を
断
築
し

た
り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
人
で

二
年
目
以
陣
の
住
宅
取
碍
控
除
を
受

け
る
人

③
住
宅
貯
蓄
控
除
を
受
け
ら
れ
る
人

な
お
、
災
害
に
あ
っ
て
雑
損
控
除
が

受
け
ら
れ
る
人
、
医
療
費
控
除
が
受
け

ら
れ
る
人
、
今
年
か
ら
住
宅
取
得
控
除

を
受
け
ら
れ
る
人
な
ど
は
、
確
定
申
告

を
し
て
税
金
の
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す

婦
　
人
　
会

戦
前
、
戦
中
を
通
し
で
活
躍
し
た
愛

国
、
国
防
婦
人
会
（
統
ぺ
口
し
て
大
Ｈ
夲

婦
人
会
）
が
終
戦
と
同
時
に
崩
壊
し
、

そ
の
あ
と
に
生
ま
れ
た
各
種
民
主
剛
体

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
そ
の
う
ら
町
村

と
い
う
地
域
を
基
盤
と
し
て
生
ま
れ
た

の
が
今
の
婦
人
会
で
あ
る
。
小
坂
、
蘰

ｍ

、
森
江
野
、
大
木
一
尸
、
人
技
の
五
団

体
と
そ
の
連
絡
協
議
会
、
幾
慶
か
そ
の

統
合
が
問
題
に
な
っ
た
が
、
団
体
の
発

生
の
歴
史
や
運
営
の
便
宜
か
ら
考
え
て

統
一
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

民
主
的
教
賢
活
助
、
合
理
的
な
経
済

活
動
、
社
会
奉
仕
活
動
、
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
助
の
四
本
柱
を
立
て
、
男
女
同
瞻

自
由
平
等
を
戝
標
と
し
て
各
家
庭
婦
人

は
集
ま
っ
た
。
当
時
の
会
貝
は
元
気
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
役
貝
会
は
に
ぎ
や
か

な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
巉
、
忽
速
に
変
ぽ
う
す
る
社
会

に
即
応
す
る
た
め
。
農
協
峰
人
会
を
つ

く
っ
て
経
済
活
助
を
担
当
さ
せ
た
の
を

か
わ
き
り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
嗔
独
の
目
的

を
も
っ
た
消
防
協
力
会
、
交
通
安
全
毋

の
会
、
厚
生
保
護
婦
人
会
等
々
を
育
生

し
、
い
つ
も
親
団
体
あ
る
い
は
先
輩
団

体
と
し
て
面
倒
を
み
て
い
る
姿
は
ま
こ

と
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

殊
に
、
民
謡
、
お
ど
り
、
華
道
、
茶

道
、
手
芸
、
料
理
：
：

な
ど
内
部
活
動

と
し
て
始
め
た
各
種
ク
ラ
ブ
活
動
も
次

第
に
成
長
し
、
孔
離
れ
し
、
教
養
活
動

ク
ラ
ブ
と
し
て
独
立
し
て
い
く
の
を
あ

た
た
か
く
見
守
っ
て
や
っ
て
い
る
の
は

さ
す
が
観
株
の
貫
録
十
分
で
あ
る
。

ま
た
、
敬
老
会
、
成
人
式
、
国
土
緑
化

青
少
年
健
全
育
成
、
新
生
活
運
助
歳
末

た
す
け
合

い
、
明
正
選
挙
推
進
な
ど
と

か
く
一
般
に
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
奉
仕
活

動
に
生
き
が
い
を
感
じ
、
情
然
を
甦
や

し
て
い
る
・

し
か
し
、
結
成
の
目
標
が

一
つ
一
つ
朱
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
城
婦
人

会
に
あ
っ
て
、
今
こ
そ
一
大
勇
気
を
振

り
起
こ
し
て
教
養
活
動
に
脱
皮
す
べ
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
・

村 一 し れ ﾔ

１５１

・年賀邨轣紳別櫛い－Ｓ９

２１Ｈ

・納めの大鐔

２２Ｕ

・冬萋

2 5

・ク･XX フス

２８Ｕ

・盲斤ご帛納め
３１Ｕ

・年晒廴

ｌｌ ｌむつ●j

llj

・兄皿・￥齎・佃励

211

・甸襴・耨學・Ｓ娉め
４Ｕ

・官庁ご翊蚰め

６０

・･|●ｌ

７ Ｆｉ

・ｌ●
Cj そ 】

よ く 男 の 人ljr 寒11 か ら･1

つ ぱ い や ろ うＪ ｉ ． お 滷l

ご 肖 口lj － を 拿 め ４ よ うで

す が ． た 廴か1ご お 瀰 に ヵ ｏ'

ｊ－ ｕ ゐ ． て も 歛 ４ だ 参 人

の 皮 驥 麝ｌ ・ ちの 趙 のａ 舸

がljlfL( Ｓ る の で ． か え

っ て ﾏ  ｲ  ﾅ  ｽ  に な る
い う

こ と で す ．

寒 き ●略(･|:lj. ま ず Ｆ

ｉ ● 塚 讐 を 擯 ． て ． か
あ;だ

の 内 側 か ら 温 め る の が 一一番s

い` よ う で す． そ れ に は 肉

糧 やｆ － ズ など ｀典 質 の 夕

冫 ″･夕ｌ が 旬 輩鉤 だ ａ い ●llt

て い まi･.



年
末
年
始
の
当
番
医

年
末
年
始
の
当
番
の
お
医
者
さ
ん
が

次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ａ
月
3
0日

沼
沢
医
院

″
3
1日

宮
川
医
院

一
月
一
日

熊
谷
医
院

″
２
日

武
田
医
院

″
３
日

村
上
医
院

な
お
、
こ
の
期
間
内
の
医
療
賢
は
休
日

加
算
に
な
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

伊
達

地
方
衛
生

処
理

場
は
、
十
二

月

一
こ
十
一
日

よ
り

一
月
一
二
日

ま
で
休

み
と

な
り

ま
す
。
当
町

で
は
、

次
の
日

程
で

ご
み
収
集

を
行
い
。ま
す
の
で

、
収
集

日

以
外

に
は

ご
み
を
出

さ
な

い
よ
う

ご
協

力
下

さ

い
。

1
2月
銘
日

土

平
常
ど
お
り
．

1
2月
2
9日

日

休
み

1
2月
昶
日

月

藤
田
市
街
地
は
午
前

８
時
3
0分
よ
り
二
台

で
月
曜
日
の
コ
ー
ス

と
同
じ
く
収
集
。
そ
の

他
の
地
区
は
休
み
。

1
2月
3
1日
　
　
　
　
　
　
　
　

１‐

ゝ
　
　

休
み
　
　
　
　
　

一

Ｉ
Ｈ
３
口

１
月
４
日

±
1
2
月
3
0日
と
同
じ
要

幀

翦
収
集

１
日
‥
５
口

日

休
み

１
月
６
日

月

平
常
ど
お
り

な

お
、
し
尿

く
み
取

り
は
十
二

月
二

十
九
日

よ
り
一

月
一
‘一
日

ま
で
休
み

と
な

り
ま
す

の
で
、
早

め
に
業

者
に
依
頼

し

て
く
だ

さ

い
。

工
業
統
計
に
ご
協
力
を

通
産
有
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
工

業
統
計
調
査
を
十
二
月
ご一
十
一
日
現
在

で
行

い
ま
す
。

。こ
の
調
査
は
製
造
事
業
所
を
対
象
に

毎
年
行
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
製

造
業
の
実
態
を
は
摧
す
る
と
と
も
に
、

生
産
活
助
に
関
す
る
基
本
的
資
料
を
提

供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

み
な
さ
ん
が
、
製
品
の
生
産
、
販
売
計

画
な
ど
を
た
て
る
場
合
に
も
参
考
に
な

り
ま
す
。

調
査
ｎ

が
同
い
ま
し
た
際
は
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
は
、
課
税
の
た
め
な

ど
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
人
。

ス

モ

ー

キ

ン

ー
ク

リ

ー

ン

き
れ
い
に
清

潔
に
タ
バ
コ

を

吸
い
ま
し

よ
う

毎
日
奨
学
生
　
受
付
中

毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
大

学
、
短
大
、
各
種
学
校
へ
進
学
希
望
の

学
生
に
、
毎
日
奨
学
生
制
度
を
設
け
て

お
り
、
そ
の
昭
和
五
十
年
度
生
を
受
付

し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
掌
資
、
食
費
、
住
居

な
ど
一
切
を
宵
英
会
が
お
匯
話
し
、
代

り
に
朝
・
夕
刊
の
配
達
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
卒
業
隍
の
学

資
な
ど
の
返
済
は
必
嬰
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
細
を
知
り
た
。い
方
は
、
説
明
町
を

送
り
ま
す
の
で
（

ガ
キ
で
左
記
宛
お
申

込
み
下

さ
い
。

東
京
都
新
宿
区
西
大
久
保
四
の
一
七
〇

毎
日
新
聞
杜
早
稲
田
別
館
内

毎
日
育
英
会
事
務
闘

一

〇
３
（
２
０
９
）
1
7
1
1

年
賀
状
は
十
二
月
二
十
日

頃
ま
で
出
し
ま
し
ょ
う

町
勢
要
覧
を
発
刊

合
併
二
十
周
年
に
あ
た
り
、
町
の
概

況
を
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
町
勢
要
覧
を
発
刊
い
た
し
ま

し
た
。
各
家
庭
に

。
冊
ず
つ
お
配
り
し

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
こ
と
わ
り

卜
月
か
ら
発
表
し
て
お
り
ま
し
た
社

会
を
明
る
く
す
る
連
動
に
ち
な
ん
で
募

集
し
ぶ
小
学
生
の
作
文
と
、
連
載
の
「

国
民
年
金
ミ
ニ
ガ
イ
ド
」
は
勝
手
な
が

ら
紙
面
の
都
合
に
よ
り
休
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

｛
十
一
羚
中
に
疆
り
ら
れ
た
人

皿
称
！

父

の
氏
名
　

子

の
名
　

部

篤

竹
谷

義
規
　

英

幸
　

徳
江
北

吃
藤

義
美
　

静

江

山

崎
小
舘

佐
藤

光
之
　

智

義
　

大
町
南

伊
藤

柳
二
　

亮

子
　

第
三

班

吃

野
貞
治
　

雅
　

章
　

箭
七

班

菊

地
孝
吉
　
　

量
　
　

宮

家

岡

崎
勝
男
　

恭

子
　

第
四

班

村
木

次
郎
　

潤
　

一
　
　

本

町

阿
部
貞
夫
　

房

子
　

大
木
戸

佐
久

間
友

一
　

敦

子
　

第

一
崕

吉

田
邦
男
　

香

粟
子
　

山

根

五

十
嵐
政

彦

弘

美
　

山

崎
舘

小
林
憲

一
　
　

隆

史
　

原

町

斎
藤
文
芍
　
　

忍
　
　

山
　

根

阿
部

仁
　

美

保
　

板

橋

高
橋
正
之
　

幸

子
　

源
宗
山

佐
久
聞
彬
　

博

子
　

駅

前

本
田
洋
一
　
　
洋

志
　

第
七
嗟

佐
藤
富
治
　

裕

子
　

宮
町
南

斎
藤
喜
代
志
　

勉
　
　

徳
江
北

安
彦
富
士
夫

香

哩
　

大
町
北

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
十
一
月

中
に
Ｉ

磚
ら
れ
た
人

欹
豚
略
）

氏
　

名
　

年
令
　

部

落

鈴
木

イ
キ
　
8
0
　

川

内

佐
々
木
吉
一
二
郎
7
2
　
石
母
田
西

佐
藤

源
藏

Ｊ

７９
’
　

太
田
川

編

集

日

記

▽
今
年
も
あ
と
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
あ
わ
た
だ
し
い
日
々
の
中
で
す
け

れ
ど
、
こ
の
一
年
の
こ
と
を
静
か
に
振

り
返
る
心
の
余
裕
は
持
ち
た
い
も
の
で

す
。
▽

”
国
見
町
”
と
な
っ
で
か
ら
早

く
も
二
十
年
。
そ
の
問
の
思
激
な
時
代

の
流
れ
。
で
も
、
私
た
ち
は
い
つ
で
も

国
見
町
民
と
し
て
袴
り
を
も
っ
て
町
を

愛
し
町
政
発
展
に
協
力
し
合
っ
て
い
き

今
月
の
納
税

町
県
民
税

国

保

税

第
四
期
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